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この製品は、関連する全ての欧州指令に適合してい
ます。詳細については、別添えの規格適合証明書
DOCをご覧ください。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は乗用型の作業用機械であり、専門業務に
従事するプロのオペレータが運転操作することを前提
として製造されています。この製品は、集約的で高度
な管理を受けているゴルフ場などのサンドトラップの整
備作業を行うことを主たる目的として製造されておりま
す。この機械は本来の目的から外れた使用をすると運
転者本人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com
整備について、またToro純正部品についてなど、分か
らないことはお気軽に弊社代理店またはToroカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせく
ださい。図 1 にモデル番号とシリアル番号の表示位置
を示します。いまのうちに番号をメモしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいいるるる
場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。

g251197

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号
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危危危険険険警警警告告告記記記号号号
危険警告記号図 2は、このマニュアルと実機上とに
表示され、事故防止のために守るべき重要な注意事
項を示します。

g000502

図図図 2
危険警告記号

危険警告記号に続いて、危危危険険険、警警警告告告、または注注注意意意と
いう文字が表示され、危険についての具体的な内容
が示されます。

危危危険険険人命に関わる重大な潜在的危険を意味します。
この注意を守らないと死亡事故や重大な人身事故が
起起起こここりりりままますすす。

警警警告告告人命に関わる潜在的危険を意味します。この注意
を守らないと死亡事故や重大な人身事故が起起起こここるるる恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。

注注注意意意安全に関わる潜在的危険を意味します。この注意
を守らないとけがをする可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
牽牽牽引引引性性性能能能ををを高高高めめめるるるたたためめめににに、、、マママシシシンンン前前前面面面にににウウウェェェイイイトトトキキキッッットトト
(100-6442) ををを追追追加加加ででできききままますすす。。。

注注注 マシンにフロントリフトまたはプラウアタッチメントが
取り付けられている場合は、物理的に干渉するため
ウェイトキットは取付られません。

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してくださ
いこの製品を使用する人すべてが製品を良く知り、
警告の内容を理解してください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 周囲の人や動物を機械から十分に遠ざけてくださ
い。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• 整備、燃料補給、詰まりの解除作業などを行う前
には、必ずマシンを停止させ、エンジンを停止さ
せてください。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識 のついている遵守事項は
必ずお守りください「注意」、「警告」、および「危
険」の記号は、人身の安全に関わる注意事項を示し
ています。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大
な人身事故が発生する恐れがあります。

このマニュアルの他の場所に書かれている注意事項も
必ずお守りください。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼り直してください。

decal93-7272

93-7272

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。

decal93-9051

93-9051

1. オペレーターズマニュアルを読むこと

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当て
を受けること

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止
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decal132-4429

132-4429

decal108-8484

108-8484

1. アタッチメントのコントロール 5. 駐車ブレーキ

2. アタッチメント降下位置 6. PTO — 切

3. アタッチメント上昇位置 7. PTO — 入

4. アタッチメントフロート固定
位置

decal133-8062

133-8062
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decal137-3387

137-3387

1. ヘッドライト 10. 走行コントロール前進、ニュートラル、後退

2. エンジン停止 11. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。

3. エンジン作動 12. 警告講習を受けてから運転すること。

4. エンジン始動 13. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

5. チョークON 14. 轢かれる危険人を近づけないこと。

6. チョークOFF 15. シャフトに巻き込まれる危険火傷を負う危険カバーを外さない
こと。

7. 高速 16. 転倒の危険斜面に乗り入れないこと。旋回は低速で行うこと。
高速走行中に急旋回しないこと。

8. 低速 17. 警告斜面に駐車しないこと駐車は平らな場所で行い、エンジン
を停止させ、マシンから離れる場合にはキーを抜き取ること。

9. 油圧オイルについてはオペレーターズマニュアル を読むこと。 18. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと このマシンを牽引
しないこと。
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ハンドル 1
ウレタン製カラー 1
ワッシャ 1
ロックナット 1

1
ハンドルのカバー 1

ハンドルを取り付ける

2 必要なパーツはありません。 – バッテリーの取り外し。

3 比重 1.260 のバッテリー液別途調達し
てください

– バッテリー液を入れて充電する。

ボルト¼ x ⅝" 24 ロックナット¼" 2 バッテリーを取り付ける。

5 必要に応じたフロントウェイトキット – 必要に応じてフロントウェイトを取り付け
る。

6 製造年表示ステッカー 1 製造年デカルを貼ります。

7 警告ステッカー 1 CE諸国用の警告デカルに貼り代えます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1 運転をする前にオペレーターズマニュアルを読んでください。

認証証明書 1 CE規制に適合していることを示す書類です。

キー 2 エンジンの始動手順。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 出荷用のブラケットやとめ具類はすべて取り外して破棄してください。
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1
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 ウレタン製カラー

1 ワッシャ

1 ロックナット

1 ハンドルのカバー

手手手順順順
1. 前輪をまっすぐ前方に向ける。

2. ウレタン製カラーを、径の小さい方からステアリ
ングシャフトにはめ込む 図 3。

g025723

図図図 3

1. ウレタン製カラー 4. ナット

2. ハンドル 5. ハンドルのカバー

3. ワッシャ

3. ハンドルをステアリング シャフトにはめ込む (図
3)。

4. ハンドルをステアリングシャフトにはめ込み、ワッ
シャとロックナットで固定する図 3。

5. ロックナットを 27-35 N·m2.1-2.6 kg.m = 20-26
ft-lbにトルク締めする。

6. ステアリングハンドル用のカバーをハンドルの所
定位置に押し込むようにして取り付ける図 3。

2
バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
バッテリーの上押さえ棒を両サイドの押さえ棒に固定し
ている蝶ナット2個とワッシャを取り外す図 4。上押さえ
棒を外してバッテリーを取り出す。

g002701

図図図 4

1. バッテリー 3. マイナス端子

2. プラス端子 4. 上押さえ棒

3
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

– 比重 1.260 のバッテリー液別途調達してください

手手手順順順
バッテリーに電解液が入っていない場合には、比重
1.260 の電解液を購入して入れてください。

注注注 電解液は、お近くのバッテリー販売店でお求めに
なれます。
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危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを
起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚
ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここ
ととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護
すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

1. バッテリーから各セルのキャップを外し、各セル
の上限まで、ゆっくりとバッテリー液を入れる。

2. 各セルにキャップを取り付け、バッテリーを充電
器に接続し、充電電流を 3-4 Aにセットする。3-4
Aで 4-8 時間充電する。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

3. 充電が終わったらチャージャをコンセントから抜
き、バッテリー端子からはずす。バッテリーを、
5-10 分ほど休ませる。

4. キャップを取る。

5. 補給ラインの高さまで、各セルにバッテリー液
を補給する。

重重重要要要バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううにににしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。バババッッッテテテリリリーーー液液液がががあああふふふれれれ出出出ててて他他他ののの部部部分分分ににに触触触
れれれるるるととと激激激しししいいい腐腐腐食食食ををを起起起こここしししままますすす。。。

6. キャップを取り付ける。

4
バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト¼ x ⅝"

2 ロックナット¼"

手手手順順順
1. マイナス端子を車体後方に向けてバッテリーを
車体に載せる (図 5)。

g002701

図図図 5

1. バッテリー 3. マイナス端子

2. プラス端子 4. 上押さえ棒

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線経経経路路路ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

2. ボルト¼ x ⅝"とロックナットで、赤いプラス+ケー
ブルをバッテリーのプラス+端子に固定する図 6。
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g004027

図図図 6

1. 細い黒ケーブル 3. マイナス-ケーブル
2. プラス+ケーブル

3. ボルト¼ x ⅝"とロックナット¼"で、細い黒ワイヤ
と黒いマイナスケーブルをバッテリーのマイナス
端子に固定する図 6。

4. 腐食防止のため、端子と固定金具にワセリン
などを塗布する。

5. ショート防止のために端子にゴムキャップをか
ぶせる。

6. バッテリーの上押さえ棒を両サイドの押さえ棒に
取り付け、ワッシャと蝶ナットで固定する。

5
フフフロロロンンントトトウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

– 必要に応じたフロントウェイトキット

手手手順順順
この機械は ANSI B71.4-2017適合製品です。アタッチ
メントを取り付けた場合には、上記安全規格に適合す
るためにはウェイトの搭載が必要となります。

1. 下の表で、必要なウェイトの組み合わせをご確
認ください。必要なパーツを弊社代理店からご購
入ください。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト 必必必要要要なななウウウェェェ
イイイトトト

ウウウェェェイイイトトトキキキッッットトト キキキッッットトトののの数数数

スパイカキット

ラーングルーマ
23 kg パーツ No.

100-6442 1

注注注 モデル 08705 で車両前部昇降フレームキット
を取り付けているマシンには、ウェイトキットを取
り付けないでください。

2. ウェイトキットを取り付ける。ウェイトキットの取
り付け要領書を参照。

6
製製製造造造年年年デデデカカカルルルををを貼貼貼るるる

CE 適適適合合合ののの場場場合合合

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 製造年表示ステッカー

手手手順順順

機体の図 7の位置に製造年デカルを貼る。

g255199

図図図 7

1. ここにデカルを貼り付ける
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7
CE諸諸諸国国国用用用ののの警警警告告告デデデカカカルルルににに貼貼貼
りりり代代代えええるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告ステッカー

手手手順順順

CE基準に適合させる必要がある場合には、警告デカ
ルP/N 136-6164を、コンソールデカルP/N 132-4422の
下部に貼り付けます。
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製製製品品品ののの概概概要要要

g012207

図図図 8

1. 燃料タンクのキャップ 3. コントロールパネル 5. エアクリーナ 7. ハンドル

2. 走行停止ペダル 4. 駐車ブレーキレバー 6. 油圧オイルタンクのキャップ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行停停停止止止ペペペダダダルルル

走行ペダル (図 9) には3つの機能があります 前進走
行、後退走行、それに停止です。右足のつま先でペ
ダル前部を踏み込むと前進、かかとでペダル後部を踏
み込むと後退ですが、前進中に後退側へ踏むと素早く
停止することができます図 10。ペダルをニュートラル位
置にすると車両は停止します。ペダルから足をはなす
だけでもニュートラル位置となります。

重重重要要要前前前進進進中中中ははは、、、かかかかかかとととををを後後後退退退ペペペダダダルルル部部部分分分ででではははなななくくく、、、
フフフッッットトトレレレススストトトににに置置置いいいてててくくくだだださささいいい。。。

g002708

図図図 9

1. 走行停止ペダル

g002709

図図図 10

走行速度はペダルの踏み込み具合に比例します。
従って、最高速度を出す場合にはペダルを一杯に踏
み込みますスロットルは高速位置。馬力を最大にした
い時、例えば上り坂では、エンジン回転数が落ちない
程度までスロットルはもちろん高速位置でペダルの踏
み込みを「浅く」してやります。エンジンの回転数が
落ちはじめたら、ペダルの踏み込みを少しゆるめて
やるのがコツです。

重重重要要要最最最大大大力力力ででで牽牽牽引引引すすするるるにににははは、、、スススロロロッッットトトルルルををを高高高速速速位位位置置置ににに
しししててて走走走行行行ペペペダダダルルルををを少少少しししだだだけけけ踏踏踏みみみ込込込みみみままますすす。。。

重重重要要要最最最高高高速速速度度度でででののの走走走行行行ははは、、、現現現場場場かかかららら次次次ののの現現現場場場へへへののの
移移移動動動走走走行行行時時時のののみみみににに限限限っっってててくくくだだださささいいい。。。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを装装装着着着・・・牽牽牽引引引しししてててののの作作作業業業ややや牽牽牽引引引作作作業業業ににに
ははは、、、最最最高高高速速速度度度でででののの走走走行行行はははおおお奨奨奨めめめででできききままませせせんんん。。。
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重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを下下下げげげたたた状状状態態態作作作業業業位位位置置置にににしししたたたまままままま
後後後退退退しししななないいいでででくくくだだださささいいいアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ががが発発発
生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ図 11はエンジンの始動と停止を行うスイッ
チで、3つの位置があります OFF, RUN, STARTの 3
位置です。キーを右に回して START位置にすると、ス
タータモータが作動します。エンジンが始動したらすぐ
にキーから手を放す。キーは ON位置に戻る。キーを
OFF位置に回せばエンジンは停止します

g002710

図図図 11

1. 始動キー 3. チョークコントロール

2. スロットルコントロール

チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルル

低温時のエンジン始動には、チョーク図 11を上に引
きますチョークを閉じる。エンジンが始動したら、エン
ジンがスムーズに回転を続けられるように調整してくだ
さい。エンジンが始動したら、なるべく早く下位置開
位置に戻すようにしてください。エンジンが温かい時
にはチョークは不要です

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロール(図 11)は、キャブレタのスロット
ルリンクを操作するレバーです。2つのポジションがあ
ります低速位置と高速位置です。この2つの位置の間
で、エンジンの回転数を変化させることができます。

注注注スロットルでエンジンを停止させることはできません。

昇昇昇降降降レレレバババーーー

昇降レバー(図 12)を引き上げるとアタッチメントが上昇
し、押し下げると下降します。フロート位置はノッチの
ついている位置です。適当な高さになったら手を放しま
す。レバーはニュートラル位置に戻ります。

g002711

図図図 12

1. 昇降レバー 4. フロント昇降コントロールオ
プション

2. 駐車ブレーキ 5. 後部リモート油圧コントロー
ルオプション

3. アワーメータ

注注注本機の昇降システムには、ダブルアクションシリン
ダを採用しています。そのため、必要に応じてアタッチ
メントに下向きの圧力をかけることができます。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

駐車ブレーキレバー 図 12を後ろに引くとブレーキがか
かります。レバーを前に倒すと解除となります。

注注注駐車ブレーキを解除しにくい場合には、走行ペダル
をゆっくりと前後に踏んでください。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ(図 12)は、本機の積算運転時間を表示
します。アワーメータは始動スイッチをON位置にす
ると作動を開始します。
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座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席の横についているレバー(図 13)を前に引いて運
転席を希望の位置に動かし、その位置でレバーから手
を離すと運転席が固定されます。

g017820

図図図 13

1. 座席調整レバー

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

長期間保管する場合や搬送する場合には燃料バルブ
図 14を閉じておく。

g002713

図図図 14

1. 燃料バルブ

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

幅アタッチメントを含めない 148 cm

幅レーキ08751を装着時 191 cm

長さアタッチメントを含めない 164 cm

高さ 115 cm

ホイールベース 109 cm

純重量

モデル 08703 452kg

モデル 08705 461kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

Toroが認定した各種のアタッチメントやアクセサリが
そろっており、機械の機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対
に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず、各部やボルト・ナット類の点検を
行ってください。磨耗・破損している機器やボルト
類は交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ
い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量25 リットル
• 使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料:

– 機械の性能を最も良く発揮させるために、オクタ
ン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評価
法は(R+M)/2 を採用。

– エタノールエタノールを添加10% までしたガソリ
ン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソ
リン15% までを使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。エタノー
ル添加ガソリン15%添加=E15は使用できませ
ん。エタノール含有率が 10% を超えるガソリン
たとえば E15含有率 15%、E20含有率 20%、
E85含有率 85%は絶対に使用してはなりませ
ん。これらの燃料を使用した場合には性能が十
分に発揮されず、エンジンに損傷が発生する恐
れがあり、仮にそのようなトラブルが発生しても
製品保証の対象とはなりません。

– ガソリン含有メタノールは使用できません。

– 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬越しさせな
いでください。冬越しさせる場合には必ずスタビ
ライザ品質安定剤を添加してください。

– ガソリンにオイルを混合しないでください。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイザザザははは
ごごご使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。アアアルルルコココーーールルル系系系のののスススタタタ
ビビビララライイイザザザエエエタタタノノノーーールルルまままたたたはははメメメタタタノノノーーールルルををを基基基材材材とととしししたたたももも
のののははは使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 燃料タンクのキャップ図 15の周囲をきれいに拭
く。

2. 燃料タンクのキャップを取る。

3. タンクの天井給油口の根元から約2.5 cm下まで
燃料を入れる。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。
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図図図 15

1. 燃料タンクのキャップ

4. キャップを取り付ける。
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5. こぼれたガソリンは火災防止のためにすぐに拭
き取る

重重重要要要 メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、10以以以
上上上のののエエエタタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンなななどどどははは本本本機機機ののの
燃燃燃料料料シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。ガガガソソソリリリンンンにににオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

運運運転転転前前前ののの点点点検検検
毎日、運転前に以下の点検を行ってください

• インタロックシステムを点検する (ページ 16)
• エンジンオイルの量を点検する (ページ 23)
• タイヤ空気圧を点検する (ページ 27)
• 油圧ラインとホースの点検 (ページ 31)
• 油圧オイルの量を点検する (ページ 32)

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムををを点点点検検検すすす
るるる

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

インタロックシステムは、走行ペダルがニュートラル位
置にない限りエンジンが始動クランキングもできないよ
うにする安全装置です。また、運転席に着席していな
いのに走行ペダルが前進方向や後退方向に踏み込ま
れた場合にもエンジンを停止させます。

1. 周囲に人や障害物のない場所へ車両を移動させ
る。エンジンを停止する。

2. 着席し、駐車ブレーキを掛ける。

3. 走行ペダルをそれぞれ前進・後退側に踏み込ん
だ状態でエンジンを始動させてみる。

注注注 クランキングする場合はインタロックスイッチが
故障している。すぐに修理を行う。

クランキングしなければインタロック装置は正常
に機能している。

4. 着席したまま、ペダルをニュートラル位置にお
いて、駐車ブレーキを掛けた状態で、エンジン
を掛ける。

5. 運転席から立ち上がって、走行ペダルを踏み
込む。

注注注 エンジンが 3秒以内に停止すれば正常であ
る。正しく作動しない場合には修理する。

運運運転転転中中中ににに
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をする目の保護具、すべりに
くく安全な靴、長ズボン、聴覚保護具を着用してく
ださい。長い髪は束ねてください。垂れ下がるよう
な装飾品は身に着けないでください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• ぬれた芝の上での運転は避けてください。接地力
が落ちてスリップする危険が高くなります。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどでは
作業しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときには運転を停止して全体をよく点検してくだ
さい。異常を発見したら、作業を再開する前にす
べて修理してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– アタッチメントを下げる。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。
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• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• 必要に応じて、作業現場に事前に水を撒くなどして
ほこりを抑制するようにしましょう。

• アクセサリ、アタッチメント、交換部品は、必ずトロ
の純正品をお使いください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面での運転についてルールや手順を決めておき
ましょう。その際、各刈り込み現場の実地調査を行
い、それぞれの斜面の角度が機械の乗り入れに安
全な範囲にあるかどうかを調べてください。この調
査においては、常識を十分に働かせてください。

• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。どんな斜面であっ
ても、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面では、運転速度を落としてください。

• 斜面での作業に自信が持てない時は、作業を行
わないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えない
障害に警戒を怠らないでください。不整地では機体
が転倒する可能性があります。深い芝生に隠れて
障害物が見えないことがあります。

• 斜面で停止や速度変更をしなくて済むように、十分
に低速で走行してください。

• タイヤが走行力を維持していても転倒する場合が
あります。

• ぬれた芝の上での運転は避けてください。ブレーキ
の機能に関係なく、タイヤが走行力を失う可能性
があります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。

• 斜面では動作も運転操作もゆっくりと行うことが原
則です。走行速度や走行方向を突然変えないで
ください。

• 段差、溝、盛り土、水などの近くに乗り入れない
でください。万一車輪が段差や溝に落ちたり、地
面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒し、非常
に危険です。必ず安全距離車幅の2倍を確保して
ください。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止
1. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル
位置にあることを確認して駐車ブレーキを掛ける。

2. チョークを前に倒してON位置にしエンジンが冷
えている時、スロットル レバーは SLOW 位置
にセットする。

重重重要要要外外外気気気温温温ががが氷氷氷点点点下下下のののととときききににに運運運転転転すすするるる場場場合合合ににに
ははは十十十分分分にににウウウォォォーーームムムアアアッッップププををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ
ににによよよりりり、、、ハハハイイイドドドロロロスススタタタッッットトトととと油油油圧圧圧走走走行行行回回回路路路ををを保保保護護護
すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

3. キーを差し込んで START位置に回してエンジン
を始動する。始動したらキーから手を放す

注注注 エンジンがスムーズに回転を続けられるように
チョークを調節する。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタををを10秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用すすす
るるるとととオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす10秒秒秒間間間連連連
続続続ででで使使使用用用しししたたたららら60秒秒秒間間間ののの休休休止止止時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい

4. エンジンを停止させるには、スロットル コントロー
ルを低速位置にし、キーをOFF位置に回す。

注注注事故防止のため、キーは抜き取る。

5. 長期間保管する場合には燃料バルブを閉じて
おく。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンンををを掛掛掛けけけたたたままままままでででののの点点点検検検ははは人人人身身身事事事故故故
ののの危危危険険険がががあああるるる。。。

機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部ががが
すすすべべべててて完完完全全全ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。
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慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
エンジンが設計通りの性能を発揮するまでにはある程
度の時間が必要です。また、走行・駆動系統も、新し
いうちは摩擦抵抗が大きく、エンジンに余分な負担を
掛ける傾向があります。

したがって、運転開始直後の8時間を慣らし運転期間と
してください。

この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼性を確
保する上で非常に重要ですから、各機能や動作を入念
に観察し、小さな異常でも早期に発見・解決しておいて
ください。また、この期間中はオイル漏れや部品のゆ
るみの点検を頻繁におこなってください。

機機機械械械ににに慣慣慣れれれるるる
アタッチメントの操作については、アタッチメントに付属
しているオペレーターズマニュアルを参照してください。

サンドプロは他の作業用車両とは異なった運転特性を
もっていますから、操作になれるまで十分練習をしてく
ださい。特にトランスミッションとエンジン速度との関係
に関してつの点を理解し、その特性に慣れてください。

油圧システムがフルに力を発揮できるよう、ペダル操
作はゆっくり行ってください。こうすると、エンジンが負
荷や走行速度の変化に合わせて回転速度を維持する
ことができます。ペダルを急に踏み込んでエンジンの回
転速度が下がると十分なトルクが得られなくなります。
パワー」が欲しい時には、走行ペダルの踏み込みを
「小さく」して、走行速度を下げる必要があります。ス
ロットルはFAST位置で使用します。これとは逆に、同じ
スロットル位置FASTで、走行ペダルをゆっくり、しかし
「いっぱいに」踏み込めば、速度」は最高となりま
すが、パワーは低くなります。いずれにせよ「常にエ
ンジンをフル回転させてやること」が油圧装置から最
大トルクを引き出すコツなのです。

注注注意意意
転転転倒倒倒ややや暴暴暴走走走事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、運運運転転転中中中ははは注注注
意意意ををを集集集中中中ししし以以以下下下ののの点点点ににに気気気をををつつつけけけてててくくくだだださささいいい

• サササンンンドドドバババンンンカカカーーーへへへののの出出出入入入りりりははは慎慎慎重重重ににに行行行ううう。。。

• 特特特ににに、、、溝溝溝ややや小小小川川川なななどどどののの近近近くくくでででははは十十十二二二分分分ののの注注注
意意意ををを払払払ううう。。。

• 急急急ななな斜斜斜面面面ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは安安安全全全ににに特特特ににに注注注意意意
すすするるる。。。

• 小小小さささななな旋旋旋回回回をををすすするるる時時時ややや斜斜斜面面面ででで旋旋旋回回回ををを行行行ううう時時時ににに
ははは必必必ずずず減減減速速速すすするるる

• 急急急停停停止止止ややや急急急発発発進進進をををしししななないいいこここととと。。。
• 後後後退退退かかかららら前前前進進進全全全速速速へへへののの切切切りりり替替替えええははは、、、必必必ずずず一一一旦旦旦
完完完全全全ににに停停停止止止しししててて行行行ううう。。。

注注注 アタッチメントのアダプタがトラクションユニットのアダ
プタに引っかかってしまった時は、バールやドライバー
などをスロットに差し込んで外してください図 16。
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図図図 16

1. スロット

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 火災防止のため、マルファーやエンジンの周囲に
ほこりなどが溜まらないようにしてください。オイル
や燃料がこぼれた場合はふき取ってください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブを
閉じておいてください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• 機体各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が十
分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

18
 



緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、本機を牽引して移動することができま
す。ただし、通常の移動にはこの方法を使わないでく
ださい。

重重重要要要 トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン機機機器器器ににに損損損傷傷傷ををを与与与えええるるる危危危険険険がががああありりり
ままますすすのののででで、、、牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、1.6 km/h以以以下下下とととししし
てててくくくだだださささいいい。。。移移移動動動距距距離離離ががが 50m ををを超超超えええるるる場場場合合合ははは、、、トトトラララッッッ
クククやややトトトレレレーーーラララににに積積積んんんででで移移移送送送しししてててくくくだだださささいいい。。。牽牽牽引引引速速速度度度ががが
速速速すすすぎぎぎるるるとととタタタイイイヤヤヤがががロロロッッックククしししままますすす。。。こここのののよよようううななな場場場合合合ははは、、、
油油油圧圧圧回回回路路路ががが落落落ちちち着着着くくくまままででで少少少ししし待待待ちちち、、、速速速度度度ををを下下下げげげててて牽牽牽引引引
しししてててくくくだだださささいいい。。。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• 機械をトレーラやトラックに積み込む際には、機体
と同じ幅のある歩み板を使用してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。
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保保保守守守
注注注 配線図や油圧回路図はオンラインで入手可能ですwww.Toro.com

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 調整、清掃、修理、車両を離れる前に以下を行っ
てください

– 平らな場所に駐車する。

– スロットルスイッチを低速アイドル位置にセットす
る。

– アタッチメント下げる。

– 走行ペダルがニュートラルになっていることを
確認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

– 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 必要に応じ、ジャッキスタンドなどで機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用するごとまたは毎日

• 安全インタロックシステムの動作を確認する
• エンジンオイルの量を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 油圧ラインとホースの点検
• 油圧オイルの量を点検する。

使用後毎回 • 機体を洗浄し点検する。

25運転時間ごと • ケーブルの接続とバッテリー液の量を点検する。

100運転時間ごと

• マシンのグリスアップを行ってください。
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。 （非常にほこりの多い環境で使用するとき
は整備間隔を短くする）

• 点火プラグを交換する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

200運転時間ごと
• エアクリーナの整備を行います（ほこりのひどい場所で使用する場合は整備間隔を
短くしてください）。

• エアフィルタの交換。

500運転時間ごと

• 燃料フィルタを交換する。
• カーボンキャニスタフィルタを交換する。
• オイルクーラを清掃します。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。 トロ社代理店に連
絡する。

800運転時間ごと

• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合、代替品のオイルを使用した場合に
は、油圧オイルフィルタを交換してください。

• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合、代替品のオイルを使用した場合に
は、油圧オイルフィルタを交換してください。

• 燃焼室のカーボンを除去する。 トロ社代理店に連絡する。
• エンジンバルブを調整し、ヘッドボルトの増し締めを行う。 トロ社代理店に連絡する。
• 燃料タンクの内部を清掃する。

1000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルフィルタを交換してください。

1500運転時間ごと
• 可動部ホースを交換する。
• インタロックスイッチ（ニュートラルスイッチと座席スイッチ）を交換する。

2000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルを交換してください。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつででで
もももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカバババーーーををを
外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを
数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそ
れれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外
すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーー
ナナナかかからららボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

マママシシシンンンををを持持持ちちち上上上げげげるるる

警警警告告告
機機機械械械式式式ややや油油油圧圧圧式式式のののジジジャャャッッッキキキががが外外外れれれるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる。。。

マママシシシンンンをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、必必必ずずずジジジャャャッッッキキキスススタタタ
ンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

ジャッキアップ箇所は以下の通りです

• 左右の後ホイールモータの下のフレーム部分(図 17)

g002718

図図図 17

1. 車体後部のジャッキアップポイント

• 前―前輪の後ろのフレームの下部分(図 18)。

g002719

図図図 18

1. 車体前部のジャッキアップポイント
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潤潤潤滑滑滑
100 運転時間ごとに、グリスフィッティングにNo.2 汎
用リチウム系グリスを注入します。

以下のベアリングとブッシュのグリスアップを行ってく
ださい

• 前輪のベアリング1ヶ所(図 19)

g002714

図図図 19

• 走行ペダルのピボット1ヶ所図 20

g002715

図図図 20

• リアヒッチ5ヶ所図 21

g002716

図図図 21

• ステアリングシリンダのロッド端部1ヶ所モデル
08705 のみ図 22

g002717

図図図 22

• ステアリングピボット (図 23)

注注注 ステアリングピボットの注入部図 23は面一フィッ
ティングなので、グリスガン用ノズルアダプタが必
要です。 パーツ番号は P/N 107-1998 ご注文は
Toro 代理店へ。

g007452

図図図 23

グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスニップルを
きれいに拭く

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めて
行ってください

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使用
してください

API 規規規格格格SL またはそれ以上
オオオイイイルルルののの粘粘粘度度度 SAE 304°C 以上

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回運
転の前に必ずエンジンオイルの量を確認してください。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. 運転席を前に倒す。

3. ディップスティック (図 24)を抜き取り、ウェスでき
れいに拭う。

g002702

図図図 24

1. ディップスティック 2. 補給口キャップ

4. ディップスティックを、チューブの根元までもう一
度しっかりと差し込む。ディップスティックを抜いて
油量を点検する。オイルの量不足している場合
は、バルブカバーについている補給口のキャッ
プを取り、所定のオイルをディップスティックの
FULL マークまで補給する。
重重重要要要エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ががが常常常時時時デデディィィッッップププススステテティィィッッッククク
ののの上上上下下下のののマママーーークククののの間間間にににあああるるるよよよううう、、、気気気をををつつつけけけててて管管管理理理

しししてててくくくだだださささいいい。。。オオオイイイルルル過過過多多多やややオオオイイイルルル不不不足足足のののままままままででで運運運
転転転すすするるるとととエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

5. ディップスティックをしっかり差し込んで終了

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンのののクククララランンンクククケケケーーースススををを確確確実実実ににに密密密閉閉閉すすす
るるるたたためめめにににデデディィィッッップププススステテティィィッッックククははは完完完全全全ににに締締締めめめ付付付けけけててて
くくくだだださささいいい。。。差差差ししし込込込みみみががが不不不十十十分分分でででクククララランンンクククケケケーーーススス
ががが完完完全全全ににに密密密閉閉閉ささされれれななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる
恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

6. 運転席を戻す。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交
換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと 非常にほこりの多い環境

で使用するときは整備間隔を短くする

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの容容容量量量: 約 1.66 リットルフィルタ含む
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ドレンプラグ (図 25) を外してオイルを容器に受け
る。オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。

g002720

図図図 25

1. ドレンプラグ 2. オイルフィルタ

3. オイルフィルタを外す図 25。
4. 新しいフィルタのガスケットに薄くエンジンオイル

を塗る。

5. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ込み、
そこから更に ½-¾回転増し締めする。
重重重要要要 フフフィィィルルルタタタををを締締締めめめつつつけけけすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししててて
くくくだだださささいいい。。。

6. クランクケースにオイルを入れる エンジンオイル
の量を点検する (ページ 23)を参照。

7. 使用済みオイルは適切に処分する。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと
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• エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点
検してください。破損しているものは交換してくださ
い。吸気部全体について、リーク、破損、ホース
のゆるみなどを点検してください。

• 早めに整備を行っても意味がありません。むしろ
フィルタを外したときにエンジン内部に異物を入れ
てしまう危険が大きくなります。

• エアクリーナ本体とカバーが正しく、しっかりと密着
しているのを確認してください。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. エアクリーナのカバーをボディーに固定している
ラッチを外す(図 26)。

g002721

図図図 26

1. ラッチ 3. エアフィルタ

2. ダストキャップ 4. 異物逃がしポート

2. ボディーからカバーを外す。

3. フィルタを外す前に、低圧のエア2.75 bar = 2.8
kg/cm2 = 40 psi、異物を含まない乾燥した空
気で、1次フィルタの外側とキャニスタとの間に溜
まっている大きなゴミを取り除く。

重重重要要要高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物がががフフフィィィ
ルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる恐恐恐れれれがががあああ
るるる。。。こここのののエエエアアア洗洗洗浄浄浄ににによよよりりり、、、1次次次フフフィィィルルルタタタををを外外外しししたたた時時時
にににほほほこここりりりががが舞舞舞いいい上上上がががっっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ入入入りりり込込込むむむののの
ををを防防防止止止すすするるるここことととがががででできききるるる。。。

4. フィルタを取り外して交換する。

注注注 新しいフィルタに傷がついていないかを点検
する。特にフィルタとボディーの密着部に注意す
る。破損しているフ ィルタは使用しないでくださ
い。フィルタをボディ内部にしっかり取り付けま
す。エレメントの外側のリムをしっかり押さえて確
実にボディに密着させてください。フィルタの真ん
中の柔らかい部分を持たないでください。

注注注 エレメントを洗って再使用しないこと。洗浄に
よってフィルタの濾紙を破損させる恐れがある。

5. カバーについている異物逃がしポートを清掃す
る。

6. カバーについているゴム製のアウトレットバルブを
外し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

7. アウトレットバルブが下向き後ろから見たとき、
時計の5時と7時の間になるようにカバーを取り
付ける。

8. ラッチをしっかりと掛ける。

点点点火火火プププラララグググののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

タイプ Champion RC14YCまたは同等品

エアギャップ0.76 mm

注注注点火プラグは非常に耐久性のある部品ですがエンジ
ンが不調の場合には必ず取り外して点検してください。

1. 点火プラグを外した時にエンジン内部に異物が落
ちないように各プラグの周囲をきれいに清掃する。

2. 点火コードをプラグから外し、シリンダヘッドか
らプラグを外す。

3. 中央と側部の電極、および碍子の状態を点検
し、破損していないことを確認する。

重重重要要要割割割れれれ、、、欠欠欠けけけ、、、汚汚汚れれれそそそののの他他他ののの不不不具具具合合合のののあああるるる
点点点火火火プププラララグググははは必必必ずずず交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。点点点火火火プププラララグググ
ののの電電電極極極にににサササンンンドドドブブブラララススストトトをををかかかけけけたたたりりり、、、ナナナイイイフフフ状状状のののももも
のののででで削削削っっったたたりりりワワワイイイヤヤヤブブブラララシシシででで清清清掃掃掃しししたたたりりりしししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。プププラララグググににに残残残っっったたた細細細かかかいいい破破破片片片がががシシシリリリンンンダダダ内内内
ににに落落落ちちちてててエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. エアギャップを 0.76 mm に調整する図 27を参
照。正しく調整された点火プラグをガスケットシー
ルと共にエンジンに取りつけ、23N·m 2.3kg.m =
200in-lbにトルク締めする。トルクレンチがない場
合は十分に締め付ける。

g002724

図図図 27
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと

燃料ラインの途中にインラインフィルタが装着されてい
ます。交換が必要になったら、以下の手順で行います

1. 燃料バルブを閉じ、フィルタのキャブレタ側につ
いているホースクランプをゆるめ、燃料ラインから
フィルタを外す図 28。

g002729

図図図 28

1. 燃料フィルタ 2. ホースクランプ

2. フィルタの下に廃油受けを用意し、もう一方の
ホースクランプをゆるめてフィルタを取り外す。

3. 新しいフィルタを取り付けるフィルタ表示されてい
る矢印が燃料タンクと逆方向を向くようにキャブ
レターに向くように取り付ける。

4. ホースクランプを燃料ラインの端までずらす。

5. 新しいフィルタをホースに差し込み、クランプで
固定する。

注注注 フィルタに付いている矢印がキャブレターに向
くように取り付けること。

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタタフフフィィィルルルタタタののの
交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと

1. 右後輪を床から浮かせてジャッキスタンドで機
体を支える。

2. ホイールをハブに固定しているホイールナット4
個を外してホイールとタイヤを取り外す図 29。

g273203

図図図 29

1. スタッドホイールハブ 3. ホイールナット

2. タイヤとホイール

3. ホイールシュラウドを車体フレームに固定している
フランジキャップスクリュ¼ x ⅝"4本を外す図 30。

g273204

図図図 30

1. フランジキャップスクリュ¼
x ⅝"

2. ホイールシュラウド

4. コンソールの下側奥のエッジ部付近にあるカーボ
ンキャニスタフィルタを、キャニスタの所でホース
から後方に引き抜く図 31。
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図図図 31

1. コンソール 3. ホース

2. カーボンキャニスタフィルタ 4. カーボンキャニスタ

5. 新しいカーボンキャニスタフィルタをホースに取
り付ける図 31。

6. ホイールシュラウドの穴を機体フレームの穴に合
わせ図 30、シュラウドをフレームに固定するス
テップ3で外したフランジキャップスクリュ1/4 x
5/8"4 本を使用する。

7. ホイールハブのスタッドにホイールとタイヤを組
み付ける図 29ステップ2で外したホイールナット4
個を使用し、ナットを手締めする。

8. ジャッキをゆるめて機体を床に下ろす。

9. ホイールナットをトルク締めする ホイールナットの
トルク締めを行う (ページ 27)を参照。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続
を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーににによよよるるるエエエンンンジジジ
ンンンののの始始始動動動
救援用のバッテリーを使ってエンジンを始動させる場
合には、バッテリー端子の代わりに救援用プラス端
子スタータソレノイドについているを利用することがで
きます図 32。

g002735

図図図 32

1. 救援用プラス端子

ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
ヒューズブロックは座席の下にあります図 33。
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図図図 33

1. ヒューズブロック

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保守守守
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと

バッテリーの液量を正しいレベルに維持しバッテリー
上部を常にきれいにしておいてください高温環境下で
保管すると涼しい場所で保管した場合に比べてバッテ
リーは早く放電します

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸したブ
ラシで定期的に清掃してください清掃後は表面を水で流
して下さい清掃中はセルキャップを外さないでください

バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子に
しっかりと固定してください

端子が腐食した場合は ケーブルを外しマイナスケーブ
ルから先に外すこと、クランプと端子とを別々に磨いて
ください 磨き終わったらケーブルをバッテリーに接続
しプラスケーブルから先に接続すること、端子にはワ
セリンを塗布してください

• 電解液の量は25運転時間ごとに点検します格納中
は30日ごとに点検します

• 各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を
適正レベルまで補給してください。水を補給すると
きは上限を超えないように注意してください。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

ご使用前にタイヤ空気圧を点検してください(図 34)。適
正範囲は前後輪とも

• トレッドタイヤ 0.7 bar 0.7 kg/cm2 = 10 psiです

注注注排土板作業で接地力を高めたい時には、空気
圧を 0.55 bar 0.56 kg/cm2 = 8 psiまで下げる。

• スムースタイヤ0.55-0.7 bar 0.56-0.7 kg/cm2 =
8-10 psi

g002706

図図図 34

1. 空気バルブ 2. ラグナット

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめ
ををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと

ラグナットを 95-122 N·m9.7-12.5 kg.m = 70-90 ft-lbに
トルク締めする。

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調
整整整
走行ペダルをニュートラル位置にしても本機が動きだす
ようでしたら、走行カムを調整してください。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. センターシュラウドを機体に止め付けているねじ2
本を外してシュラウドを機体から取り外す図 35。
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図図図 35

1. センターシュラウド

3. 前輪と片方の後輪を持ち上げ、フレームの下に
サポートブロックを当てて浮かす。

警警警告告告
機機機体体体ははは、、、必必必ずずず前前前輪輪輪ととと片片片方方方ののの後後後輪輪輪ののの二二二輪輪輪ををを浮浮浮
かかかせせせるるるこここととと両両両方方方浮浮浮かかかせせせななないいいととと調調調整整整中中中ににに機機機体体体ががが
動動動ききき出出出すすす。。。万万万一一一機機機体体体ががが動動動ききき出出出すすすととと、、、人人人身身身事事事
故故故ややや物物物損損損事事事故故故ににになななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

機機機体体体ををを確確確実実実にににジジジャャャッッッキキキアアアッッップププししし、、、前前前輪輪輪ととと、、、後後後
輪輪輪2輪輪輪のののうううちちちのののどどどちちちらららかかか1つつつををを浮浮浮かかかすすすととと。。。

4. トラクション調整カムのロックナットをゆるめる
(図 36)。

g027230

図図図 36

1. トラクション調整カム 3. ねじ

2. ロックナット 4. すき間

警警警告告告
走走走行行行調調調整整整カカカムムムののの最最最終終終調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを回回回
転転転さささせせせななながががららら行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温
部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどににに近近近
づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

5. エンジンを始動し、カム図 36を左右に回して
ニュートラル位置の中心に合わせる。

6. ロックナットを締めて調整を固定する。

7. エンジンを停止する。

8. 中央シュラウドを取り付ける。

9. ジャッキスタンドをはずし、機体を床に下ろす。

10. 試運転を行って調整を確認する。

走走走行行行イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの調調調
整整整

1. トランスミッションのニュートラル調整を行う走行ド
ライブのニュートラル調整 (ページ 27)を参照。

2. ポンプのレバーを操作して、各パーツが正常に動
作し適切に着座することを確認する。

3. ねじを回して、すき間を 0.8-2.3 mm に調整す
る図 36。

4. 動作を確認する。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整

最最最大大大走走走行行行速速速度度度へへへののの調調調整整整

出荷時には、前進後退方向ともに最高速度で走行で
きるように調整してありますが、速度を遅くしたい場合
や、ペダルを一杯に踏み込んでいるのにポンプのスト
ロークが最大位置まで来ない場合には、調整を行っ
てください。

最大速度が出せるように調整が必要かを判断するに
は、まず走行ペダルを踏み込んでみてください。ポンプ
のレバーがフルストローク位置に来る前にペダルがス
トップ図 37に当たる場合は、調整が必要です。
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図図図 37

1. ペダルストップ

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ペダルストップを固定しているナットをゆるめる。

3. ペダルストップを締め込んで、走行ペダルから
離す。

4. 走行ペダルを軽く踏み込みながら調整を続け、ペ
ダルのロッドがストップにちょうど当たった時また
は両者のすき間が 2.5 mm になったときにポンプ
が最大ストロークとなるようにする。

5. ナットを締めつける。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ををを下下下げげげるるる調調調整整整
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ペダルストップを固定しているナットをゆるめる。

3. 希望の走行速度まで、ペダルストップの位置を
高くする。

4. ペダルストップを固定しているナットを締め付け
る。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

昇昇昇降降降レレレバババーーーののの調調調整整整
昇降レバー図 39をディテントくぼみにセットしても「フ
ロート」状態地表面の凹凸に沿って動くにならない場合
には、ディテントプレートを調整します。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛け、車輪に輪止めを掛ける。

2. コントロールパネルをフレームに固定しているねじ
4本を外す図 38。

g002733

図図図 38

1. コントロールパネル

2. ねじ

3. ディテントプレートフェンダとフレームに固定してい
る2本のボルトをゆるめる。

g002734

図図図 39

1. ディテントプレート 2. 取り付けボルト
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警警警告告告
デデディィィテテテンンントトトプププレレレーーートトトののの調調調整整整はははエエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささ
せせせててて行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部ににに触触触
れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどににに近近近
づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. エンジンを掛ける。

5. エンジンが作動しており昇降レバーがフロート位
置にセットされている状態で昇降シリンダのロッド
がフリー状態となって手で出し入れできるように、
ディテントプレートの位置をずらして調整する。

6. 両方のねじを締めて調整を固定する。

エエエンンンジジジンンンコココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整

スススロロロッッットトトルルルののの調調調整整整
スロットルの調整が悪いと、スロットル操作に対してマ
シンが適切に応答しません。スロットル操作に対する応
答が悪い場合、キャブレターを疑う前に、スロットルの
調整が正しいかどうかを点検する必要があります。

1. 運転席を倒す。

2. スロットルケーブルをエンジンに固定しているク
ランプのねじをゆるめる図 40。

g002722

図図図 40

1. スロットルケーブルのクラ
ンプのねじ

4. ストップ

2. スロットルケーブル 5. チョークケーブルのクラン
プのねじ

3. スイベル 6. チョークケーブル

3. スロットルコントロールを前に倒して高速位置と
する。

4. スロットルケーブルを十分に引いて、スイベルの
後部をストップに接触させる図 40。

5. ケーブルクランプのねじを締めて、エンジンの速
度設定を確認する

• ハイアイドル 3,350-3,450 rpm
• ローアイドル 1,650-1,850 rpm

チチチョョョーーークククののの調調調整整整
1. 運転席を倒す。

2. チョークケーブルをエンジンに固定しているクラン
プのねじをゆるめる図 40。

3. チョークコントロールレバーを前に倒して閉位置
とする。

4. チョークケーブル図 40を十分に引いてチョークを完
全に閉じ、その位置でクランプのねじを締める。

エエエンンンジジジンンンガガガバババナナナののの速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル調調調
整整整

重重重要要要 ガガガバババナナナののの速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル調調調整整整ををを行行行ううう前前前ににに、、、ススス
ロロロッッットトトルルルとととチチチョョョーーークククののの調調調整整整ががが適適適正正正ででであああるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告
ガガガバババナナナののの速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを作作作
動動動さささせせせななながががららら行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部
ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

• 調調調整整整ををを始始始めめめるるる前前前ににに、、、走走走行行行ペペペダダダルルルがががニニニュュューーートトトラララ
ルルル位位位置置置にににあああるるるここことととととと、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキががが掛掛掛かかかっっっててて
いいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認すすするるるこここととと。。。

• マママフフフラララーーー等等等ののの高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部・・・可可可動動動部部部ににに手手手足足足
ややや衣衣衣服服服なななどどどををを近近近づづづけけけぬぬぬよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

注注注 ローアイドルを調整するには、以下の手順をすべ
て行ってください。ハイアイドルの調整のみを行う場合
には、手順5から始めてください。

1. エンジンを始動し、ハーフスロットルで約5分間の
ウォームアップを行う。

2. スロットルコントロールを低速位置にセットする。
アイドルストップねじを左に回して、スロットルレ
バーに当たらなくなるようにする。

3. 調速アイドルスプリングアンカーの耳(図 41)を
曲げて、エンジン速度を 1,675-1,175 rpm に調
整する。

注注注 タコメータで速度を確認する。
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図図図 41
図はキャブレターアダプタを外した状態

1. 調速度アイドルスプリング
アンカーの耳

2. 高速アイドルスプリングア
ンカーの耳

4. 手順 3で設定した回転数よりも25-50 rpm 高く
なるように、アイドルストップねじを右に回して
調整する。

注注注最終的にアイドル速度が 1,650-1,850 rpm と
なる必要がある。

5. スロットルコントロールを高速位置とする。

6. 高速アイドルスプリングアンカーの耳(図 41)を
曲げて、エンジン速度を 3,350-3,450 rpm に調
整する。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専
門医の治療を受ける。万一、油圧オイルが体内
に入った場合には、数時間以内に手術を受ける
必要がある。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。異常を
発見したら必ず運転を行う前に修理してください。

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
油圧オイル溜めに高品質の油圧オイルを満たして出荷
しています。初めての運転の前に必ず油量を確認し、
その後は毎日点検してください 油圧オイルの量を点検
する (ページ 32)を参照。
交交交換換換用用用ののの推推推奨奨奨油油油圧圧圧オオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluid19 リットル缶または208 リットル缶。
注注注推奨オイルを使用するとオイルやフィルタ交換の回
数を減らすことができます。

使使使用用用可可可能能能ななな他他他のののオオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluidが入手できない場合は、以下に挙げる
特性条件および産業規格を満たす石油系の油圧オイ
ルを使用することができます。合成オイルは使用しな
いでください。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注注注不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作
動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44-48

粘性インデックス ASTM D2270 140 以上
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高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧
作作作動動動液液液, ISO VG 46 (cont'd.)

流動点, ASTM D97 -37°C–45°C

産業規格 Eaton Vickers 694 (I-286-S,
M-2950-S/35VQ25 or

M-2952-S)

注注注多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro代理店へ。

重重重要要要 トトトロロロ・・・プププレレレミミミアアアムムム合合合成成成生生生分分分解解解油油油圧圧圧作作作動動動液液液ははは、、、トトトロロロ
社社社がががこここののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオ
イイイルルルででですすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、トトトロロロののの油油油圧圧圧系系系統統統ににに使使使
用用用ささされれれててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーー製製製品品品ににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええななないいいこここ
ととと、、、まままたたた広広広いいい温温温度度度範範範囲囲囲ででで安安安定定定しししててていいいるるるここことととががが確確確認認認ささされれれててて
いいいままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物系系系油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、通通通常常常のののオオオイイイルルルかかかららら切切切りりり替替替えええ
るるる際際際にににははは、、、生生生分分分解解解性性性能能能ををを最最最大大大限限限ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめににに、、、
油油油圧圧圧系系系統統統内内内部部部ををを洗洗洗浄浄浄すすするるるここことととををを強強強くくくおおお奨奨奨めめめしししままますすす。。。こここののの
生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19 リリリッッットトトルルル缶缶缶ままま
たたたははは 208 リリリッッットトトルルル缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 エンジンを初めて

始動する前に油圧オイルの量を点検
する。その後は毎日点検する。

油圧オイルタンクには所定の油圧オイルを満たして出
荷しています。油圧オイルの点検は、オイルが冷え
ている状態で行うのがベストです。

1. 全部の油圧アタッチメントを一番上の位置まで
上昇させる。

2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

3. 異物をタンクに入れないよう、油圧オイルタンク
のキャップ取り付け部周辺をウェスできれいに拭
く図 42。

g002704

図図図 42

1. 油圧オイルタンクのキャップ

4. タンクからキャップを取る。

5. 補給口の首からディップスティックを抜き、ウ ェス
できれいに拭う。

6. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの量を
点検する図 43。
タンクに適正量のオイルが入っている場合には、
ディップスティックの上下のマークの間くびれた部
分がオイルレベルになります。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ががが上上上マママーーークククととと下下下マママーーークククののの間間間ででであああれれれ
ばばば補補補給給給ののの必必必要要要はははああありりりままませせせんんん。。。

g035109

図図図 43

1. 上限 2. 下限
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7. オイル量が不足している場合には、ディップス
ティックの上下のマークの間まで、所定の油圧オ
イルをゆっくりと補給する。

重重重要要要油油油圧圧圧回回回路路路ののの汚汚汚染染染ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、オオオイイイルルル
ののの缶缶缶ををを開開開けけけるるる前前前ににに、、、缶缶缶ののの表表表面面面をををきききれれれいいいににに拭拭拭っっってててくくく
だだださささいいい。。。まままたたた、、、給給給油油油ホホホーーースススやややロロローーートトトなななどどどももも汚汚汚れれれががが
ななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししててて
くくくだだださささいいい。。。

8. タンクにキャップを取り付ける。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと—推推推奨奨奨オオオイイイルルルをををごごご使使使用用用ののの

場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交
換してください。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合、、、代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用
しししたたた場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交換して
ください。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. センターシュラウドを機体に止め付けているねじ2
本を外してシュラウドを機体から取り外す図 44。

g002727

図図図 44

1. センターシュラウド

3. 新しいフィルタのシーリングガスケットにきれい
な油圧オイルを塗る。

4. 機体左側にある油圧オイルフィルタ図 45の下に
容器を置く。

g002726

図図図 45

1. 油圧フィルタ

5. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

注注注古いフィルタを外す前に、交換用の新しいフィ
ルタをすぐに手に取れる状態にする。

6. フィルタヘッドから油圧フィルタを外す

7. 新しい油圧フィルタを取り付ける図 45ガスケット
がフィルタヘッドに当たるまで手で回し、そこか
らさらに 3/4 回転締め付ける。

8. 油圧オイルの量を点検し、必要に応じて所定の
オイルを追加する 油圧オイルの量を点検する
(ページ 32)を参照。

9. 中央シュラウドを取り付ける。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 2000運転時間ごと—推推推奨奨奨オオオイイイルルルをををごごご使使使用用用

ののの場場場合合合には、油圧オイルを交換して
ください。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合、、、代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用
しししたたた場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交換して
ください。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルタタタンンンクククののの量量量18.9 リットル

交換フィルタはトロの純正品を使用してくださいマシンの
パーツカガログを参照。

1. 油圧オイルタンクからキャップを取る図 46。
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g273325

図図図 46

1. キャップ 3. 油圧オイルタンク

2. ポンプ 4. 使用済み油圧オイルの容
器30 リットル以上

2. 油圧オイルタンクからポンプでオイルをくみ出す
図 46。

3. ディップスティックのくびれている部分にオイルレ
ベルが達するまで、油圧オイルタンクに所定のオ
イルを入れる 油圧オイルの量を点検する (ページ
32)を参照。

重重重要要要 タタタンンンクククにににオオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意
しししてててくくくだだださささいいい。。。

4. エンジンを始動する。エンジンを通常に回転さ
せ、昇降シリンダの動作と車輪の前進後退走行
動作を確認する。

5. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、必
要に応じて補給する。

6. オイル漏れがないか点検する。

オイルが漏れている場合はすべて修正する。

7. 中央シュラウドを取り付ける。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののチチチャャャーーージジジ
油圧システムの構成機器を修理交換した時は、油圧オ
イルフィルタを交換し、油圧回路のチャージを行う必
要があります。

チャージ作業は、必ず、油圧オイルタンクおよびマニホ
ルドのフィルタにオイルが入った状態で行ってください。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. センターシュラウドを機体に止め付けているねじ2
本を外してシュラウドを機体から取り外す図 47。

g002727

図図図 47

1. センターシュラウド

3. 前輪と片方の後輪とを床から浮かせ、フレームの
下にサポートブロックを当てて支える。

警警警告告告
機機機体体体ははは、、、必必必ずずず前前前輪輪輪ととと片片片方方方ののの後後後輪輪輪ののの二二二輪輪輪ををを浮浮浮
かかかせせせるるるこここととと両両両方方方浮浮浮かかかせせせななないいいととと調調調整整整中中中ににに機機機体体体ががが
動動動ききき出出出すすす。。。万万万一一一機機機体体体ががが動動動ききき出出出すすすととと、、、人人人身身身事事事
故故故ややや物物物損損損事事事故故故ににになななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

機機機体体体ををを確確確実実実にににジジジャャャッッッキキキアアアッッップププししし、、、前前前輪輪輪ととと、、、後後後
輪輪輪2輪輪輪のののうううちちちのののどどどちちちらららかかか1つつつををを浮浮浮かかかすすすととと。。。

4. エンジンを始動し、スロットルで約1,800rpmのア
イドリングに調整する。

5. 昇降レバーを操作して、昇降シリンダを数回動
作させる。10-15秒たってもシリンダが作動しな
かったり、ポンプから異音が聞こえたりしたら、直
ちにエンジンを停止し、原因を調べる。以下に
ついて点検を行う

• フィルタ又はサクションラインのゆるみ

• ポンプのカップラのゆるみ又は不良

• サクションラインの詰まり

• チャージリリーフバルブの不良

• チャージポンプの不良

10-15秒以内にシリンダが作動すれば、手順 6
へ進む。

6. 走行ペダルを前進・後退方向にそれぞれ踏み込
んでみる。床から浮いている車輪がそれぞれ正し
い方向に回転すればよい。

• 回転が逆の場合はエンジンを停止し、ポン
プ後部のラインを入れ換えて回転方向を修
正する。

• 回転方向が正しければ、エンジンを停止し、
スプリング調整ピンのロックナットの調整を行
う図 48。走行系統のニュートラル調整を行
う 走行ドライブのニュートラル調整 (ページ
27)を参照。

34
 



g027228

図図図 48

1. スプリング調整ピン 3. カム

2. ベアリング

7. インタロックスイッチの調整を点検する 走行インタ
ロックスイッチの調整 (ページ 28)を参照。

8. 中央シュラウドを取り付ける。

洗洗洗浄浄浄

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

1. 水で洗車してください。洗車には普通のホースを
使用します。ノズルや圧力洗浄器は、シール部
分やベアリングに浸水させる恐れがありますので
使用しないでください。

冷却フィンや吸気口の周辺にほこりがたまらな
いようにしてください。

重重重要要要 オオオイイイルルルクククーーーラララををを水水水ででで清清清掃掃掃すすするるるととと、、、さささびびびががが発発発
生生生しししたたたりりり、、、各各各部部部ののの破破破損損損ががが早早早くくく進進進むむむ恐恐恐れれれがががああありりり、、、
ほほほこここりりりががが固固固くくくこここびびびりりりつつつくくくのののででで避避避けけけてててくくくだだださささいいい オオオイイイルルル
クククーーーラララををを清清清掃掃掃すすするるる (ペペペーーージジジ 35)ををを参参参照照照。。。

2. 各部の磨耗・損傷、油圧機器や可動部の状態な
どの点検を行ってください。

オオオイイイルルルクククーーーラララををを清清清掃掃掃すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと

1. 下のシールドを外す図 49。

g030411

図図図 49

1. シールド 2. オイルクーラ

2. 圧縮空気を使って、ファンの周囲についているご
みやほこりを、裏側から吹いて除去する図 49。

3. シールドを取り付ける
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保保保管管管

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. 車体、アタッチメント、エンジンをていねいに洗
浄する。

2. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に
停止したのを確認する。

3. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 27)を参照。

4. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

5. グリス注入部やピボット部全部をグリスアップす
る グリスアップを行う (ページ 22)を参照。

6. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルとフィルタの交換を行う エンジンオ

イルとフィルタの交換 (ページ 23)を参照。
2. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完
全に停止したのを確認してから運転席を離れる。

4. エアクリーナアセンブリをきれいに清掃する エア
クリーナの整備 (ページ 23)を参照。

5. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
性のマスキングテープでふさぐ。

6. オイルタンクと燃料タンクのふたが確実に締まっ
ているのを確認する。

バババッッッテテテリリリーーーののの準準準備備備
1. バッテリー端子からケーブルを外す。

2. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重曹水
とブラシで洗浄する。

3. 腐食防止のために両方の端子部にワセリンGrafo
112X: P/N 505-47を薄く塗る。

4. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに24時
間かけてゆっくりと充電する。

注注注完全充電すると、バッテリー液の比重は 1.250
となります。

注注注温度が高いとバッテリーは早く放電しますので、涼
しい場所を選んで保管してください。バッテリーを凍結
させないためには、完全充電しておくことが大切です。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが貼られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ —www.p65Warnings.ca.gov.

第第第65号号号決決決議議議っっっててて何何何?
第65号決議は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品の
メーカーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が
作成維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅
しており、毎年改訂されます。第65号決議の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

第65号決議は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記するこ
とを求めています。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォ
ルニア州政府は、第65号決議警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品
に何年も前から使用されてきておりますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちら
へhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

第65号決議の警告は、以下のうちのどちらかを意味しています1ある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一
つないとされる基準を超えていることがわかった、または (2)製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

第65号決議警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。第65号決議警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラ
ン、八百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

第65号決議の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。第65号決議の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連
邦政府基準では表示義務がないが、第65号決議では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、第65号決議の基準では、一日当たりの鉛の排出
量が 0.5 マイクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には第65号決議ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• 第65号決議関連で裁判となった企業が、和解条件として第65号決議警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• 第65号決議の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、第65号決議基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないから
と言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか
Toroでは、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供することとし
ております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表示義務
はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品に含ま
れる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえて第65号決議警告の表示を行うという選択をしております。これはま
た、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、第65号決議の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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Toro 製製製品品品保保保証証証
2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または 1,500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くこと
が必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問
がある場合には、以下に問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい項項項目目目ととと条条条件件件

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、点火プラグ、キャスタホイール、ベ
アリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の
部品としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に
伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、マシンの塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り当初の保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となり
ます。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。
弊社は保証修理のために再調整した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーのみ2年経過後は日割り計算とします。詳細につ
いてはバッテリーのサービスマニュアルを参照のこと。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

一一一般般般条条条件件件

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

製品の排出ガス制御システムは、米国環境保護庁 (EPA) および/またはカ
リフォルニア大気資源委員会 (CARB) によって確立された要件を満たす別
の保証の対象となる場合があります。上記の時間制限は、排ガス浄化シ
ステムの保証には適用されません。製品に同梱またはエンジンメーカーか
らの書類に同梱されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev E

 



 




